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信楽焼の狸
海草支部　増田耕造氏

しがらきやき　　たぬき

第30回近畿建築祭　和歌山大会
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紀州さんぽ数珠つなぎ

和歌山市の１回目は「橋を巡る旅」でしたが、今回は「レンガ建築
を巡る」です。昨年になって和歌山市内にあったレンガ建物の関
西電力手平倉庫（旧和歌山水力電気手平発電所）が撤去され
たり、有田市の三菱電線工業和歌山製作所（旧紀伊莫大小紡
績）のシンボルであった塵突と一部のレンガ棟が撤去された状
況もあり、「レンガ」に注目したいと思います。
日本最古の私鉄南海電鉄は難波―堺間に続いて、明治31
（1898）年10月に堺―和歌山間が全通し、紀ノ川北岸に終着

駅が開設され当時の駅名
は「和歌山北口」駅であっ
た。さらに和歌山市の中
心まで至るには広大な紀
ノ川を越える必要があっ
たが難工事の末5年後の

明治36（1903）年河口側の
「紀ノ川鉄橋」が西本組によ
って完成し、初代和歌山市駅
が完成した。当時は単線であ
ったが、大正11（1922）年に
原庄組によって上流側の橋

粱が完成している。コンクリートの周囲にレンガを積み上げた橋
脚は、電車に乗っていると見ることができないが紀の川の河川
敷からその力強い姿は美しい風景になっている。
鷹匠町のレンガアパート（旧紀陽織布社宅）は1階がレンガ造、
2階木造の建物が5棟ありその内一
棟が残っている。明治42年に創立し
た紀陽織布会社が手平に手平工場
を竣工。自家発電装置をもつ日本有
数の洋式の大工場は綿ネルの生産
を行った。大正9年頃その社宅として
建てられたのがレンガアパートであっ

た。一棟に二軒
入った二戸一の建物で、玄関を入ると半畳
程度の土間があり四畳半の座敷になって
いる。二階は6畳の座敷のワンルームであ
る。土間から隣の棟との間に台所とトイレが
あり、中央に井戸が共用されていた。傾斜
地に１階を擁壁がわりに建てられたアパート

は魅力的で、前の通りから正面に見える和歌山城は素晴らし
い。

大阪北浜の株の相場
師として活躍した松井
伊助翁が建てた別荘
六三園は、大正8年
に工事が始まり10年
の歳月をかけて昭和3
年に完成した。当時

6,300坪の敷地に屋敷や茶室、庭園内の別棟の浴室など変
化に富んでいる。大阪難波橋のライオン像と同じものが迎えて
くれる。広大な屋敷の一角にレンガ受水棟として緻密なデザイ
ンをされたレンガ造の建物が見られるのも興味深い。
和歌山水力電気は路面電車を明治42（1909）年に県庁前―
和歌浦口間で開業し、
明治44（1911）年に琴
の浦まで延伸し、毛見ト
ンネルが造られた。入り
口のトンネルポータルは
レンガ造でイギリス積み
で造られている。トンネル
の入り口には和歌山方面に「鵬雲洞」海南方面に「天開図画」
と書かれ当時のトンネル造りが如何に大事業であったことが扁
額から感じることができる。和歌山と海南を結ぶ道は黒江を経
由して日方に至るルートはあったが、船尾山は最大の難所とさ
れ、道路の毛見隧道の設置は大正14（1925）年になる。
和歌山市には旧陸軍由良要塞友ケ島砲台、深山、加太にも第
一級のレンガ造の建築物が残されている。建築的には耐震性
のこともあり維持していくには課題が多いが、地域の魅力を大切

にしていく上で、私たちの役割
も重要である。
和歌山市支部長　中西重裕
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昨年11月21日に行われま
した第30回近畿建築祭
和歌山大会にご参加頂い
た皆様誠にありがとうござ
いました。当日は近畿２府
４県より２５０名余りの方々
にご参加いただき無事大会を開催いたしました。式典会場にお
いては登録有形文化財でもある湯浅町立湯浅小学校講堂を
お借りして湯浅町教育委員会教育長 垣内貞様より『湯浅小
学校講堂の歴史』と京都大学工学研究科准教授 神吉紀世
子様より『湯浅・広川町について』をご講演頂きました。また式典
においては次回開催県である（社）滋賀県建築士会 山本勝
義会長へ大会旗の引き継ぎも行いました。
午後からのエキスカーションは場所を移動していただき、湯浅町
では「湯浅重要伝統的建造物群地区」のまちあるきを行い広川
町では稲村の火の館、広村堤防等など地区防災の取組みにつ
いて見学頂きました。
大会当日は連休による交通渋滞やエキスカーションの天候、準
備不足など心配事が多々ありましたがＳＴＡＦＦ一同、問題点を
解決して無事に開催できた事を喜んでおります。
次は滋賀大会で皆様にお会いできること楽しみしております。

事業委員会委員長 田邊邦規

湯浅小学校は、明治六年（1873年）公立湯浅小学校の名称
で、町内の福蔵寺本堂を教室として開校、明治三十九年、儒
教精神の影響か「男女七歳にして席を同じゅうせず」と、男子
校・女子校に分離された。
そして、翌年に先ず女子校が現在地に新築され、明治四十

四年には、その東側
に男子校が建てられ
たが、隣接地ながら
男女は分離されたま
まであった。
しかし、大正十一年
（1922年）になって男

子校・女子校が統一され湯浅尋常高等小学校として発足、
昭和三年（1928年）には木造校舎の増改築が行われ、町立
家政女学校、町立実業学校と校地内に入っており二千名近
い児童生徒の学舎で、七十二坪の講堂では集会も開かれな
い状態であった。
「みんなの集まる大講堂が欲しい」という児童・生徒の願いが
期せずして興り、一銭貯金が行われるまでに至った。その熱
意に町も動かされ、昭和十一年（1936年）一月十八日講堂工
事の着工に踏み切り同年三月十五日に上棟式、同七月十三
日に竣工式を盛大に行い、有田地方の児童の図画や習字の
展示会や湯浅小学生の学芸会を開催、多くの郡民・町民が
参集した。
この講堂にかかる費用は、二百六十坪の講堂建築に四万一
千七百三十円、その他付属工事や花壇設置など含むと総経
費は五万三千余円に達した。当時の学校の講堂としては「県
下一」といわれ、その堂々たる威容に、小学二年であった私も
圧倒されると共に、心から嬉しかったことが、七十三年たった
今でも思い出される。
竣工を祝う学芸会も盛大で、主役にライトアップする装置を初
めて目にし、子ども
心に、まるで別世界
に行ったような妖し
い気分も味わった。
そんな中で私達二
年生の劇は「花咲
爺」で、特に老け役
の爺さんを演じた小川長一君の演技は抜群、広い講堂は万
雷の拍手でどよめいた。しかし、その小川君は、その後突入し
た大戦争に少年兵として志願し戦に没したことは忘れられな
い悲しみである。
それだけではなく、一銭貯金を提唱した先輩の人達の中でも、

（社）日本建築士会連合会 藤本昌也会長より年頭に年賀状
を頂きましたのでご披露申し上げます。
政権交代、建築士法改正実施等、変化の一年となった昨年
の余波は今年も引き続き押し寄せることでしょう。また我々建築
業界の景気の動向も芳しくありません。しかし、こういった時代
だからこそ、建築活動そのものの本質的な部分が問われます。
我が和歌山県においても同じ事です。豊かな社会を構築する
一役を担う職能にある建築士として今一度気を引き締める思
いです。 会長 中野久生

̶̶̶ 「̶レンガ建築を巡る」̶ ̶̶̶

湯浅小学校講堂物語 文・湯浅町教育長
垣内 貞 氏
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